
「せんだいコミ ニテ サイクル社会実験 について 「せんだいコミュニティサイクル社会実験」について 会実験」

平成 年 月平成23年2月21日 

仙台市都市整備 総合交通政策部交通政策 金野 賢逸仙台市都市整備局総合交通政策部交通政策課 金野 賢逸 

本市の状況 本市の状況 本市の状況 

■人口 0 5 902人■人口：1,045,902人 
【平成22年国勢調査（宮城県独自集計）】【平成22年国勢調査（宮城県独自集計）】

■真夏日 真冬日の日数比較（年間）■真夏日・真冬日の日数比較（年間） 

仙台 

※「理科年表」より※「理科年表」より
統計期間：1971～2000年の30年間統 期
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本市の状況 本市の状況 本市の状況 

■市民の代表交通手段の割合 ■市民の代表交通手段の割合

■中心部居住者の代表交通手段の割合 ■中心部居住者の代表交通手段の割合 

※「第4回（平成14年）仙台都市圏パーソントリップ調査」より 

本市の状況 本市の状況 本市の状況 

目標 自転車を「いつでも 誰でも 安全に  目標：自転車を「いつでも・誰でも・安全に・ 
   快適に・楽しく」利用できる環境づくり 
  
基本方針：○「安全で快適な道路空間の形成」 基本方針：○「安全で快適な道路空間の形成」 

○「路上放置 削減と利便性 高 駐     ○「路上放置の削減と利便性の高い駐 
       輪空間の創出」 輪空間 創出」

○「協働によるル ル・マナ を守る      ○「協働によるルール・マナーを守る 
意識づくり         意識づくり」 

○「楽しく自転車が利用できる環境づ      ○ 楽しく自転車が利用できる環境づ 
くり」        くり」 
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ミ テ サイクルで期待する効果 コミュニティサイクルで期待する効果 コミ ティサイクルで期待する効果 

社会実験の目的 社会実験の目的 社会実験の目的 

○コミュニティサイクルの市民への周知 ○コミュニティサイクルの市民への周知 

○コミュニティサイクルの利用ニーズの確認 ○コミュニティサイクルの利用ニーズの確認 

○持続可能なビジネスモデルとしての可能性の把握 ○持続可能なビジネスモデルとしての可能性の把握 

○期待する効果についての把握 ○期待する効果についての把握 

○利用促進や運営協力における地域連携の可能性の把握 ○利用促進や運営協力における地域連携の可能性の把握 
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実験概要 実験概要 実験概要 

○実施期間 平成22年11月1日 30日○実施期間：平成22年11月1日～30日 

○実施範囲：仙台市中心部 ○実施範囲：仙台市中心部 
（JR仙台駅西側）       （JR仙台駅西側） 

○運営時間：貸出 8:00～19:00○運営時間：貸出 8 00 19 00
                 返却 8:00 19:30                 返却 8:00～19:30
○サイクルポート：10箇所○サイクルポ ト：10箇所 
○自転車台数 100台○自転車台数：100台 
○登録料・利用料：無料○登録料 利用料：無料 

実験概要 実験概要 実験概要 

○貸出・返却システム：ICカード利用による無人管理システム ○貸出 返却システム：ICカ ド利用による無人管理システム 
（ただし 今回の実験では すべてのポートに管理員が常駐）            （ただし，今回の実験では，すべてのポ トに管理員が常駐） 

○認証媒体：専用ICカード ○認証媒体：専用ICカ ド 

○登録方法：登録窓口，インターネット 
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運営上の工夫 運営上の工夫 運営上の工夫 
○各ポートに管理員が常駐 ○各ポ トに管理員が常駐

（システムの利用案内やトラブルに対応）  （システムの利用案内やトラブルに対応） 
○地元企業 飲食店等からの商品の提供 ○地元企業・飲食店等からの商品の提供 
 （利用日数等，一定の条件を満たした利用者 （ 数 ，

へ抽選でプレゼント）   へ抽選でプレゼント） 
○各種メデ アによる告知（テレビ ラジオ  ○各種メディアによる告知（テレビ，ラジオ， 

新 地域情報誌 街 等） 新聞，地域情報誌，街頭モニター等） 
○街頭への特設登録窓口の設置 ○街頭への特設登録窓口の設置 

実験結果 実験結果 実験結果 

○登録者数 5 28 名○登録者数：5,284名 

○延べ利用回数：17 884回○延べ利用回数：17,884回
（ 日あたり平均利用回数 約596回） （一日あたり平均利用回数 約596回）

○回転率：5 96回／台 日○回転率：5.96回／台・日

○自転車の未返却：42件○自転車の未返却：42件 

利 が 却  ・翌日などに遅れて利用者本人が返却 33件 
 ・放置状態で発見 9件
 

放置状態で発見 9件

※自転車100台はすべて返却され，盗難・紛失等は無し ※自転車100台はすべて返却され，盗難 紛失等は無し 
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実験結果 実験結果 実験結果 
【登録者数の推移と広報 利用促進策の実施状況】 【登録者数の推移と広報・利用促進策の実施状況】 

市長試乗 市長試乗 
11/10 

▲11/10 TV ●10/14 ●11/5 ●11/19 ●10/14 
   河北ｳｲｰｸﾘｰ 

●11/5 
   ぱど 

●11/19 
   ぱど 

実験結果 実験結果 実験結果 

【登録者の属性】 【登録者の属性】 

■性別 ■年代 ■職業 ■性別 ■年代 ■職業 
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実験結果 実験結果 実験結果 
【日別の利用実績 】【日別の利用実績 】

実験結果 実験結果 

【時間帯別の貸出件数】【時間帯別の貸出件数】 

■平日延べ 貸出発生時間 ■休日延べ 貸出発生時間 ■平日延べ 貸出発生時間 
（n=11 414回）

■休日延べ 貸出発生時間 
（n=3 939回）（n=11,414回）  （n=3,939回）  
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実験結果 実験結果 

【サイクルポート別の貸出回数（全日）】【サイク ポ ト別の貸出回数（全日）】

1,411回 
3,000回 

,
3,000回 

1,023回 1,023回 

654回 609回 回609回 

3,012回 
922回 922回 

476回 476回 

2 484回 2,484回 

1 762回 1,762回 

実験結果 実験結果 

○利用者アンケート（回収率：72.7％）○利用者アンケ ト（回収率：72.7％）

【主な利用目的】【主な利用目的】

n=2,676 ,

3-9



実験結果 実験結果 

【 ミ テ サイクル の評価】 【コミュニティサイクルへの評価】 

【今後実施した場合の利用意向】 

n=2 676n=2,676 

実験における課題実験における課題（①民間との連携） 実験における課題（①民間との連携） 

■民間用地へのポートの設置  ■民間用地へのポ トの設置  
約20箇所と交渉したが 2箇所の設置に留まる   約20箇所と交渉したが，2箇所の設置に留まる。 

⇒放置自転車を助長するのではないかという危惧 放置自転車を助長するのではないかという危惧 
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実験における課題実験における課題（②有料化） 実験における課題（②有料化） 

■長時間利用 発生 有料化による対策 検討■長時間利用の発生 ⇒ 有料化による対策の検討 

【１回あたりの利用時間】【１回あたりの利用時間】 

■全日 ■全日 

■平日 ■休日 ■平日 ■休日 

実験における課題実験における課題（②有料化） 実験における課題（②有料化） 

■ピーク時の自転車台数の不足や偏在 ■ピ ク時の自転車台数の不足や偏在 
【東京建物仙台ビル（朝ピーク時）】 

○利用者アンケ ト ○利用者アンケート 

設問：利用しようとして サイクルポート 設問：利用しようとして，サイクルポート 
に自転車が無か たことはありますか  に自転車が無かったことはありますか。

【東京建物仙台ビル（夕方ピーク時）】 【東京建物仙台ビル（夕方ピ ク時）】 

⇒有料化するに当たっては，ポートには常に 有料化するに当た ては，ポ トには常に
自転車がある状態を保つ対策が必要。  自転車がある状態を保つ対策が必要。 
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実験における課題実験における課題（③ルール・マナー） 実験における課題（③ル ル マナ ） 

■路上等への一時駐輪や放置 ⇒ ル ル・マナ を徹底させる対策の検討 ■路上等への一時駐輪や放置 ⇒ ルール・マナーを徹底させる対策の検討 

○利用者アンケート 【平均利用時間別の一時駐輪発生状況】○利用者アンケート 【平均利用時間別の一時駐輪発生状況】 

設問：利用中 サイクルポート以外の場 設問：利用中，サイクルポ ト以外の場 
所に一時駐輪したことはありますか  所に 時駐輪したことはありますか。

会会
員
別別
のの
平
均均
利利
用
時時
間間 

今後の取組み 今後の取組み 今後の取組み 

本格実施に向けた実践的な社会実験 本格実施に向けた実践的な社会実験 

○持続可能なビジネスモデルとしての成立性の検証 ○持続可能なビジネスモデルとしての成立性の検証 

（収支的に継続して運営していくことが可能なのか ）  （収支的に継続して運営していくことが可能なのか。） 

○民間運営を視野に入れた実施主体の検討 ○民間運営を視野に入れた実施主体の検討 

（地域プレイヤーの掘り起こし NPO 地元 企業・・・）  （地域プレイヤーの掘り起こし。NPO，地元，企業・・・） 

○地元商店街等との連携による効果の検証 ○地元商店街等との連携による効果の検証 

（地域の活性化にどの程度寄与できるのか ）  （地域の活性化にどの程度寄与できるのか。） 
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「「せんだいコミュニティサイクル社会実験」について せんだいコミュニティサイクル社会実験」について 
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